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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおけるＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層
のデータを生成するための方法において、
　少なくとも一つのＭＡＣ階層サービス・データ・ユニット（ＭＡＣ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　
Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ：ＭＳＤＵ）をＭＡＣ階層のスケジューリング情報に応じて再構成し
て少なくとも一つのＭＡＣ階層プロトコル・データ・ユニット（ＭＡＣ　Ｐｒｏｔｏｃｏ
ｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ：ＭＰＤＵ）のデータ部分を生成する過程と、
　各々のＭＰＤＵのデータ部分を構成する少なくとも一つのＭＳＤＵ情報を含む制御情報
を各々のＭＰＤＵのデータ部分に追加して少なくとも一つのＭＰＤＵペイロードを生成す
る過程と、
　ＭＰＤＵの長さ情報と接続識別子情報を含む共通ＭＡＣヘッダー（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｍ
ＡＣ　Ｈｅａｄｅｒ）を各々のＭＰＤＵペイロードに追加する少なくとも一つのＭＰＤＵ
を生成する過程と、
　前記ＭＰＤＵを受信端に送信する過程と、を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記制御情報は、ヘッダーまたはサブ・ヘッダーの形で構成されることを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記制御情報は、追加的な拡張ヘッダーの存在有無を示すフィールド、拡張ヘッダーの
タイプを示すフィールド及びＡＲＱ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓ
ｔ）フィードバック情報の含み有無を示すフィールドのうち少なくとも一つのフィールド
が前記制御情報に追加されて構成されることを特徴とする請求項１または２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記制御情報は、ＭＰＤＵのシーケンス情報、ＭＰＤＵのデータ部分を構成するＭＳＤ
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Ｕの分解及び結合情報、追加的な制御情報の存在有無を示す情報のうち少なくとも一つを
含めて構成される第１制御情報を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記制御情報は、ＭＰＤＵのデータ部分が少なくとも２個のＭＳＤＵの少なくともひと
つの一部分を含める場合、ＭＳＤＵの長さ情報、追加的な制御情報の存在有無情報のうち
少なくとも一つを含めて構成される第２制御情報をさらに含み、
　前記第２制御情報は、ＭＰＤＵのデータ部分を構成するＭＳＤＵの個数を考慮して前記
ＭＳＤＵの長さ情報、前記追加的な制御情報の存在有無情報の連続的な組合せで構成する
ことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＭＰＤＵの長さは、ＭＰＤＵの全体長さ及びＭＰＤＵのペイロード長さのうち何れ
か一つであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＭＰＤＵを送信する過程は、
　少なくとも２個の接続子に対するＭＰＤＵが存在する場合、少なくとも２個の接続子に
対する共通ＭＡＣヘッダーと制御情報及びＭＰＤＵのデータ部分を含む多重ＭＰＤＵを構
成する過程と、
　前記多重ＭＰＤＵを受信端に送信する過程と、を含むことを特徴とする請求項１に記載
の方法。
【請求項８】
　無線通信システムにおけるＭＡＣ階層のデータを生成するための装置において、
　少なくとも一つのＭＡＣ階層サービス・データ・ユニットをＭＡＣ階層のスケジューリ
ング情報によって再構成して少なくとも一つのＭＡＣ階層プロトコル・データ・ユニット
のデータ部分を生成するデータ構成部と、
　各々のＭＰＤＵのデータ部分を構成する少なくとも一つのＭＳＤＵ情報を含む制御情報
とＭＰＤＵの長さ情報と接続識別子情報を含む共通ＭＡＣヘッダーを生成する制御メッセ
ージ生成部と、
　前記ＭＰＤＵのデータ部分に制御情報と共通ＭＡＣヘッダーを追加してＭＰＤＵを生成
する制御部と、
　前記ＭＰＤＵを受信端に送信する送信部と、を含む構成を特徴とする装置。
【請求項９】
　前記制御情報は、ヘッダーまたはサブ・ヘッダーの形で構成されることを特徴とする請
求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記制御情報は、追加的な拡張ヘッダーの存在有無を示すフィールド、拡張ヘッダーの
タイプを示すフィールド及びＡＲＱ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓ
ｔ）フィードバック情報の含み有無を示すフィールドのうち少なくとも一つのフィールド
が前記制御情報に追加されて構成されることを特徴とする請求項８または９に記載の装置
。
【請求項１１】
　前記制御情報は、ＭＰＤＵのシーケンス情報、ＭＰＤＵのデータ部分を構成するＭＳＤ
Ｕの分解及び結合情報、追加的な制御情報の存在有無を示す情報のうち少なくとも一つを
含めて構成される第１制御情報を含むことを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　前記制御情報は、ＭＰＤＵのデータ部分が少なくとも２個のＭＳＤＵの少なくともひと
つの一部分を含める場合、ＭＳＤＵの長さ情報、追加的な制御情報の存在有無情報のうち
少なくとも一つを含めて構成される第２制御情報をさらに含み、
　前記第２制御情報は、ＭＰＤＵのデータ部分を構成するＭＳＤＵの個数を考慮して前記
ＭＳＤＵの長さ情報、前記追加的な制御情報の存在有無情報の連続的な組合せで構成する
ことを特徴とする請求項１１に記載の装置。
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【請求項１３】
　前記ＭＰＤＵの長さは、ＭＰＤＵの全体長さ及びＭＰＤＵのペイロード長さのうち何れ
か一つであることを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　前記制御メッセージ生成部は、少なくとも２個の接続子に対するＭＰＤＵが存在する場
合、少なくとも２個の接続子に対する共通ＭＡＣヘッダーと制御情報及びＭＰＤＵのデー
タ部分を含む多重ＭＰＤＵを構成することを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１５】
　無線通信システムにおけるＭＡＣ階層のデータを生成するための方法において、
　ＡＲＱフィードバック情報が受信される場合、受信端に送信する少なくとも一つのＭＡ
Ｃ階層プロトコル・データ・ユニットに対するエラー発生有無を確認する過程と、
　少なくとも一つのＭＰＤＵにエラーが発生する場合、エラーが発生したＭＰＤＵのデー
タ部分を少なくとも２個の下位ブロックに分割する過程と、
　少なくとも一つの下位ブロックを含む少なくとも一つの再送信ＭＰＤＵのデータ部分を
生成する過程と、
　各々の再送信ＭＰＤＵのデータ部分を構成する少なくとも一つのＭＡＣ階層サービス・
データ・ユニット情報を含む制御情報を各々の再送信ＭＰＤＵのデータ部分に追加して少
なくとも一つの再送信ＭＰＤＵペイロードを生成する過程と、
　再送信ＭＰＤＵの長さ情報と接続識別子情報を含む共通ＭＡＣヘッダーを各々の再送信
ＭＰＤＵペイロードに追加する少なくとも一つの再送信ＭＰＤＵを生成する過程と、
　前記再送信ＭＰＤＵを受信端に送信する過程と、を含むことを特徴とする方法。
【請求項１６】
　前記少なくとも２個の下位ブロックに分割する過程は、
　エラーが発生したＭＰＤＵのデータ部分を固定長さまたは可変長さを有する少なくとも
２個の下位ブロックに分割することを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記制御情報は、追加的な拡張ヘッダーの存在有無を示すフィールド、拡張ヘッダーの
タイプを示すフィールド及びＡＲＱフィードバック情報の含み有無を示すフィールドのう
ち少なくとも一つのフィールドが前記制御情報に追加されて構成されることを特徴とする
請求項１５または１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記制御情報は、再送信ＭＰＤＵのシーケンス情報、再送信ＭＰＤＵのデータ部分を構
成するＭＳＤＵの分解及び結合情報、追加的な制御情報の存在有無情報のうち少なくとも
一つを含めて構成される第１制御情報を含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記制御情報は、再送信ＭＰＤＵのデータ部分が少なくとも２個のＭＳＤＵの少なくと
も一つの一部分を含む場合、ＭＳＤＵの長さ情報、追加的な制御情報の存在有無情報のう
ち少なくとも一つを含めて構成される第２制御情報さらに含み、
　前記第２制御情報は、再送信ＭＰＤＵのデータ部分を構成するＭＳＤＵの個数を考慮し
て前記ＭＳＤＵの長さ情報、前記追加的な制御情報の存在有無情報の連続的な組合せで構
成されることを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記制御情報は、ヘッダーまたはサブ・ヘッダーの形で構成されることを特徴とする請
求項１５に記載の方法。
【請求項２１】
　前記再送信ＭＰＤＵの長さは、再送信ＭＰＤＵの全体長さ及び再送信ＭＰＤＵのペイロ
ード長さのうち何れか一つであることを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２２】
　少なくとも一つのＭＰＤＵにエラーが発生した場合、エラーが発生したＭＰＤＵのデー
タ部分を分割して再送信するか決定する過程と、
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　ＭＰＤＵのデータ部分を分割しなく再送信する場合、前記エラーが発生したＭＰＤＵの
データ部分の原本で再送信ＭＰＤＵのデータ部分を構成する過程と、
　再送信ＭＰＤＵのデータ部分を構成する少なくとも一つのＭＳＤＵ情報を含む制御情報
を各々の再送信ＭＰＤＵのデータ部分に追加して少なくとも一つの再送信ＭＰＤＵペイロ
ードを生成する過程と、
　再送信ＭＰＤＵの長さ情報と接続識別子情報を含む共通ＭＡＣヘッダーを各々の再送信
ＭＰＤＵペイロードに追加する少なくとも一つの再送信ＭＰＤＵを生成する過程と、をさ
らに含み、
　ＭＰＤＵのデータ部分を分割して再送信する場合、前記エラーが発生したＭＰＤＵのデ
ータ部分を少なくとも２個の下位ブロックに分割することを特徴とする請求項１５に記載
の方法。
【請求項２３】
　前記制御情報は、前記エラーが発生したＭＰＤＵのデータ部分の原本に対する制御情報
と同様にヘッダーまたはサブ・ヘッダーの形で構成されることを特徴とする請求項22に記
載の方法。
【請求項２４】
　前記再送信ＭＰＤＵを送信する過程は、
　少なくとも２個の接続子に対する再送信ＭＰＤＵが存在する場合、少なくとも２個の接
続子に対する共通ＭＡＣヘッダーと制御情報及び再送信ＭＰＤＵのデータ部分を含む多重
ＭＰＤＵを構成する過程と、
　前記多重ＭＰＤＵを受信端に送信する過程と、を含むことを特徴とする請求項１５に記
載の方法。
【請求項２５】
　無線通信システムにおけるＭＡＣ階層データを生成するための装置において、
　受信端からＡＲＱフィードバック情報が受信される受信部と、
　前記ＡＲＱフィードバック情報を介して確認するエラーが発生したＭＰＤＵのデータ部
分を少なくとも一つの下位ブロックに分割して、少なくとも一つの下位ブロックを含む少
なくとも一つの再送信ＭＰＤＵのデータ部分を構成する再送信ブロック構成部と、
　各々の再送信ＭＰＤＵのデータ部分を構成する少なくとも一つのＭＡＣ階層サービス・
データ・ユニット情報を含む制御情報と再送信ＭＰＤＵの長さ情報と接続識別子情報を含
む共通ＭＡＣヘッダーを生成する制御メッセージ生成部と、
　前記再送信ＭＰＤＵのデータ部分に制御情報と共通ＭＡＣヘッダーを追加して少なくと
も一つの再送信ＭＰＤＵを生成する制御部と、
　前記再送信ＭＰＤＵを受信端に送信する送信部と、を含む構成されることを特徴とする
装置。
【請求項２６】
　前記制御情報は、ヘッダーまたはサブ・ヘッダーの形で構成されることを特徴とする請
求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記制御情報は、追加的な拡張ヘッダーの存在有無を示すフィールド、拡張ヘッダーの
タイプを示すフィールド及びＡＲＱフィードバック情報の含み有無を示すフィールドのう
ち少なくとも一つのフィールドが前記制御情報に追加されて構成されることを特徴とする
請求項２５または２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記制御情報は、再送信ＭＰＤＵのシーケンス情報、再送信ＭＰＤＵのデータ部分を構
成するＭＳＤＵの分解及び結合情報、追加的な制御情報の存在有無情報のうち少なくとも
一つを含めて構成される第１制御情報を含むことを特徴とする請求項２５に記載の装置。
【請求項２９】
　前記制御情報は、再送信ＭＰＤＵのデータ部分が少なくとも２個のＭＳＤＵの少なくと
も一つの一部分を含む場合、ＭＳＤＵの長さ情報、追加的な制御情報の存在有無情報のう
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ち少なくとも一つを含めて構成される第２制御情報さらに含み、
　前記第２制御情報は、再送信ＭＰＤＵのデータ部分を構成するＭＳＤＵの個数を考慮し
て前記ＭＳＤＵの長さ情報、前記追加的な制御情報の存在有無情報の連続的な組合せで構
成されることを特徴とする請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記少なくとも２個の下位ブロックに分割する過程は、
　エラーが発生したＭＰＤＵのデータ部分を固定長さまたは可変長さを有する少なくとも
２個の下位ブロックに分割することを特徴とする請求項２５に記載の装置。
【請求項３１】
　前記再送信ＭＰＤＵの長さは、再送信ＭＰＤＵの全体長さ及び再送信ＭＰＤＵのペイロ
ード長さのうち何れか一つであることを特徴とする請求項２５に記載の装置。
【請求項３２】
　前記制御メッセージ生成部は、少なくとも２個の接続子に対する再送信ＭＰＤＵが存在
する場合、少なくとも２個の接続子に対する共通ＭＡＣヘッダーと制御情報及び再送信Ｍ
ＰＤＵのデータ部分を含む多重ＭＰＤＵを構成することを特徴とする請求項２５に記載の
装置。
【請求項３３】
　前記制御部は、エラーが発生したＭＰＤＵのデータ部分を分割して再送信するか決定し
て、前記ＭＰＤＵのデータ部分を分割して再送信する場合、前記エラーが発生したＭＰＤ
Ｕのデータ部分を少なくとも２個の再送信ブロックに分割するよう前記再送信ブロック構
成部を制御して、
　前記ＭＰＤＵのデータ部分を分割しなく再送信する場合、前記エラーが発生したＭＰＤ
Ｕのデータ部分を分割しなく前記再送信ブロック構成部を制御し、
　前記再送信ブロック構成部は、前記制御部におけるＭＰＤＵのデータ部分を分割しない
よう制御する場合、前記エラーが発生したＭＰＤＵのデータ部分の原本に再送信ＭＰＤＵ
のデータ部分を構成することを特徴とする請求項２５に記載の装置。
【請求項３４】
　前記制御メッセージ生成部は、前記エラーが発生したＭＰＤＵのデータ部分の原本に対
する制御情報と同様にヘッダーまたはサブ・ヘッダーの形の制御情報を含めるよう前記Ｍ
ＰＤＵのデータ部分を分割しない再送信ＭＰＤＵを構成することを特徴とする請求項３３
に記載の装置。
【請求項３５】
　無線通信システムの受信端におけるＭＡＣ階層のデータを復元するための方法において
、
　受信されるデータに含まれたＭＡＣ階層プロトコル・データ・ユニットの共通ＭＡＣヘ
ッダーでＭＰＤＵの長さを確認する過程と、
　ＭＰＤＵの制御情報を介してＭＰＤＵのデータ部分を構成する少なくとも一つのＭＡＣ
階層サービス・データ・ユニットの分解及び結合情報とＭＰＤＵのシーケンス情報を確認
する過程と、
　受信されるデータに含まれた少なくとも一つのＭＰＤＵに対するエラー発生有無を確認
する過程と、
　ＭＰＤＵにエラーが発生しない場合、前記ＭＳＤＵの分解及び結合情報とＭＰＤＵのシ
ーケンス情報によってＭＰＤＵのデータ部分を再構成して少なくとも一つのＭＳＤＵを復
元する過程と、を含むことを特徴とする方法。
【請求項３６】
　前記ＭＰＤＵに長さは、ＭＰＤＵの全体長さ及びＭＰＤＵのペイロード長さのうち何れ
か一つであることを特徴とする請求項３５に記載の方法。
【請求項３７】
　少なくとも一つのＭＰＤＵにエラーが発生した場合、前記ＭＰＤＵを送信した送信端に
ＭＰＤＵのエラー発生情報を送信する過程をさらに含むことを特徴とする請求項３５に記
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載の方法。
【請求項３８】
　無線通信システムの受信端におけるＭＡＣ階層のデータを復元するための装置において
、
　送信端からデータを受信する受信部と、
　前記受信部を介して受信するデータに含まれるＭＡＣ階層プロトコル・データ・ユニッ
トの共通ＭＡＣヘッダーでＭＰＤＵの長さを確認して、前記ＭＰＤＵの制御情報において
ＭＰＤＵのデータ部分を構成する少なくとも一つのＭＡＣ階層サービス・データ・ユニッ
トの分解及び結合情報とＭＰＤＵのシーケンス情報を確認するデータ構成制御部と、
　前記ＭＰＤＵのエラー発生有無を確認してＭＳＤＵを再構成するかを決定する制御部と
、
　前記ＭＳＤＵを再構成する場合、前記ＭＳＤＵの分解及び結合情報とＭＰＤＵのシーケ
ンス情報によってＭＰＤＵのデータ部分を再構成して少なくとも一つのＭＳＤＵを復元す
るデータ復元部と、を含めて構成することを特徴とする装置。
【請求項３９】
　前記ＭＰＤＵに長さは、ＭＰＤＵの全体長さ及びＭＰＤＵのペイロード長さのうち何れ
か一つであることを特徴とする請求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　前記制御部は、少なくとも一つのＭＰＤＵにエラーが発生した場合、前記ＭＰＤＵを送
信した送信端にＭＰＤＵのエラー発生情報を送信するよう制御することを特徴とする請求
項３８に記載の装置。
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